
9

問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と。

8

字
数
制
限
の
あ
る
解
答
で
は、

句
読
点
や
括
弧
な
ど
も
字
数
に
含
め
る。

7
 

6
 

5
 

4 3
 

2
 

解
答
用
紙
に
受
験
番
号
・

氏
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と。

日
本
・

中
国

文
学
科

監
督
者
の
指
示
が
あ
る
ま
で、

こ
の
冊
子
を
開
い
て
は
い
け
な
い
。

解
答
は
必
ず
別
紙
の
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
箇
所
に
記
入
す
る
こ
と。

こ
の
冊
子
の
問
題
は
十
ニ
ペ
ー
ジ、

解
答
用
紙
は
一

枚
か
ら
な
っ
て
い
る。

こ
の
冊
子
の
う
ち
に
落
丁
・

乱
丁
ま
た
は
印
刷
不
鮮
明
な
箇
所
が
あ
れ
ば、

手
を
あ
げ
て
申
し
出
る
こ
と。

こ
の
試
験
の
満
点
は
百
点
で
あ
る
が、

科
目
配
点
に
応
じ
て
三
百
点
満
点
に
換
算
す
る。

1

机
上
に
受
験
票
を
提
示
し
て
お
く
こ
と。

〔
注

意〕

令
和
三
年
度

後
期
H
程

文
学
部

入
学
者
選
抜
学
力
検
査
問
題

国

語



の
都
合
上、

本
文
の
一

部
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る。
(
40
点）

次
の
文
章
は、

吉
本
隆
明
著
『
定
本

言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
II
』

の
一

部
で
あ
る。

こ
れ
を
読
ん
で、

後
の
問
い
に
答
え
よ。

な
お、

設
問

1 -

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-2-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-3-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



-4-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



問

ア

記
号

イ

幻
想

ウ

構
造

本
文
中
の
＿

A

＿
．
一

B

-
.
＿

C

＿
．
一

D

＿

に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
を、

そ
れ
ぞ
れ
次
の

ア

i

エ

の
中
か

ら
重
複
せ
ず
選
べ
。

問
一

傍
線
部

①

ー

⑧

の
カ
タ
カ
ナ
を
楷
書
の
漢
字
に
改
め
よ。

し
な
い
さ
ま。

は
る
か
に
遠
い
さ
ま。

き、

音
も
し
く
は
文
字
に
対
応
す
る。

工

抽
象

（
注）

0
能
記
…
…
ス
イ
ス
の
言
語
学
者、

一

八
五
六
I

一

九
三
九゚

〇
杏
…
…
暗
く
て
は
っ
き
り

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
用
語。

シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
。

言
語
を
表
裏
一

体
の
二
面
性
の
あ
る
記
号
と
し
て
と
ら
え
た
と

0
所
記
…
…
能
記
と
対
を
な
す。

シ
ニ
フ
ィ
エ
。

意
味
に
対
応
す
る。

0
フ
ロ
イ
ト
…
…
精
神
分
析
学
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る。

-5-

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）



問
五

問
四

ア
傍
線
部

I

品
（「
牧
歌」）

問
三

傍
線
部

ー

イ

強
調

ウ

倒
置

工

隠
喩

「
笛
を
吹
け
よ
」

に
つ
い
て 、

な
ぜ
筆
者
は 、

表
現
芸
術
の
象
徴
で
あ
る
「
詩」

の
中
で
も
抽
象
性
・

幻
想
性
を
濃
く
帯
び
た
本
作

の
う
ち 、

こ
の
一

行
を
と
り
あ
げ
た
の
か 。

筆
者
の
意
図
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ 。

「
こ
の
詩
の
場
合
フ
ロ
イ
ト
的
に
い
え
ば
青
春
体
験
の
記
憶
と
で
も
い
お
う
か」

に
つ
い
て 、

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
表
現

上
の
効
果
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を 、

次
の

ア

ー

エ

の
中
か
ら
選
べ

。

釈
釦

二
重
傍
線
部
「
わ
た
し
た
ち
は 、

言
語
が 、

機
能
化
と
能
率
化
の
度
合
を
ま
す
ま
す
ふ
か
め
て
ゆ
く
事
態
に
で
あ
っ
て
い
る
」

に
つ
い
て 、

言
語

の
機
能
化
と
能
率
化
に
よ
っ
て 、

ど
の
よ
う
な
弊
害
が
あ
る
と
筆
者
は
主
張
し
て
い
る
の
か 。
「
指
示
表
出」
「
自
己
表
出」

と
い
う
語
を
用
い
な
が

ら 、

わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ 。

-6-







①

仮
名
草
子

②

合
巻

③

黄
表
紙

④

浮
世
草
子

⑤

洒
落
本

『
伽
婢
子』

は、

仮
名
草
子
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る。

江
戸
時
代
に
成
立
し
た
次
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
う
ち、

最
も
後
発
の
も
の
を
選
び、

番
号
で
答
え
よ。

問
五
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（紫
田

）
ot

．

 





問
六

問
五

問
四

問 問

傍
線
部
C
に
つ
い
て、
こ
の
よ
う
に
慌
て
た
結
果、
こ
の
人
物
が
と
っ
た
行
動
を
簡
潔
に
説
明
せ
よ。

傍
線
部
D
に
つ
い
て、

適
宜
言
葉
を
補
い
な
が
ら
現
代
語
訳
せ
よ。

傍
線
部
B
に
つ
い
て、

ー`、ー
，ー、ー`、2

 

’
ー＼

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か、

そ
の
理
由
を
簡
標
に
説
明
せ
よ。

「
之」
が
指
し
て
い
る
も
の
を
文
中
か
ら
抜
き
出
せ。

く）。

問
三

傍
線
部
a

傍
線
部
①
ー
④
の
読
み
を、

送
り
が
な
も
含
め
て、

す
べ
て
ひ
ら
が
な
を
用
い
て
現
代
か
な
づ
か
い
で
記
せ。

傍
線
部
A
に
つ
い
て、

す
べ
て
ひ
ら
が
な
を
用
い
て、

現
代
か
な
づ
か
い
で
書
き
下
し
文
に
せ
よ。

物。 と。

〇
潮
水
至
…
…
銭
塘
江
は
毎
月
初
め
と
満
月
の
頃
に
川
の
流
れ
が
逆
流
す
る
現
象
で
知
ら
れ
て
い
た。

ほ
ふ

〇
宰
殺
…
…
牛
や
羊
を
屠
る。

〇
鞭
撻
…
…
鞭
で
打
っ
て。

〇
修
刺
…
…
名
刺
を
出
す。

〇
謝
熊
…
．

．

 

恥
じ
入
っ
て
詫
び
る
こ
と。

•
い
な
か
も
の、
い
な
か
の
お
や
じ。

〇
餌
…
．

．

 

誰
か
に
捧
げ
る
飲
食

〇
昨
…
…
昨
晩゚

b
に
つ
い
て、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
の
始
ま
り
と
終
わ
り
の
漢
字
二
文
字
を
文
中
か
ら
抜
き
出
せ
（
返
り
点・
送
り
が
な
は
省

〇
愴
父

-12-




